中性からアルカリ性のEDTAを用いた場合の象牙質スミヤー層除去効果 by 後閑 由香
学位論文内容要旨（甲）
論文題名
Evaluation ofEDTA conditioners of various pHs on dentin surfaces 
（中性からアノレカリ性の EDTAを用いた場合の象牙質スメア｝層除去効果）
掲載雑誌名










0. 5mol/L EDTA ・ 2Na溶液を4種類の異なる pH(7.4,8.0, 10.0, 12.0）に調整し、スメア｝層除去効果及び処理後
の硬さ変化、さらには儲洞適合性との関係を比較検討することである。
［材料と方法I本研究で用いたヒト抜去歯は、昭和大学歯学部医の倫理委員会（承認番号； 2011016 
号）の承認を得た。水酸化ナトリウムの滴定によってpH7.4,pH8.0, pHlO.O, pHl2.0とpHを調整した。試
作EDTA溶液の象牙質に対するスメア一層除去効果は、処理後の象牙質平面のピッカース硬さの計iJW、簡洞適
合性試験、さらに電子顕微鏡を用いた微細構造の観察を行うことで評価した。ピッカ｝ス硬さの計測は20秒
15gの荷重をかけた。簡洞適合性試験では、ヒト抜去大臼歯隣接面の象牙質平面を露出させ、直径3.0剛深さ
1. 5mmの円柱儲洞を形成し、各試作EDTA溶液でコンディショニング、プライミング後、ボンディング材を適
用し、コンポジットレジンを填塞硬化させた。その後、健縁を露出させコントラクlションギャップの計調ljを
行った。電子顕微鏡を用いた観察では日立社製s4700を使用した。
［結果I各々のpHによる EDTA溶液で処理を行った際のビ‘ッカース硬さの計測値は全ての試片群で統計学的
有意差は認められなかった。コントラクシヨンギャップの計測では、 pH7.4とpH8.0で完全な禽洞適合性が認
められた。電子顕微鏡を用いた観察では、 pH7.4とpH8.0で象牙質表層のスメアーが完全に除去されていたの
に対し、 pHlO.0とpHl2.0では象牙質表層、象牙細管内のスメアーの残存が確認された。
［結論］象牙質に対して良好なコンポジットレジンの接着を獲得するための0.5mol/LEDTAの至適pHは、
pH7.4から 8.0であることが確認された。濃度を高濃度にすること及びpHをアノレカリ性に傾けることによっ
て処理時間を短縮することが出来ると考えているので、それらの象牙質に対する縞洞適合性を今後検討する
所存である。
